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日
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機
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一
ハ
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一
ハ
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神
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東
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一

9
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一
艦
上
控
o
一

ャ

一

一

一

一

一

一

一

武

同

市

御

一

括

町

、

魚

崎

町

、

住

一

古

村

ハ火
V

附

午

後

一

p
泊

三

腕

災

弾

一

ハ

ご

ハ

〉

一

ハ

ご

ハ

〉

一

ハ
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一
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B
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一

一
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戸

γ向山

F

F
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時

一

-

-
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・出マ
A
E

一

一

一

四

四

回

目

白

一

]一
}

O

l

B

m

円
一
一
飛
米
一

l
一
!
一

l
一

l
一

l
一

i
一
神
戸
市
阪
仲
間

〈
水
〉
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9

・
5
t
一

一

一

一

一

一

一

一

一

川
附
者
・
戦
争
関
係
の
記
録
や
資
料
は
戦
災
ま
た
は
終
戦
非
常
的
問
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
な
く
、
残
お
資
料
に
は
か
れ
こ
れ
、

点
が
多
く
、
今
日
、
当
時
の
尖
的
を
明
確
に
知
る
乙
と
は
国
政
で
あ
り
、
従
っ
て
泡
加
も
多
い
と
と
と
思
う
0

・

一
致
し
な
い

第
五
郎

終

ぬ
山
川

終

戦

と

国

民

災

昭
和
二

O
年
八
月
一
問
日
夜
「
ポ
ツ
ダ
ム
白
百
受
諾
に
関
す
る
詔
治
」
が
発
せ
ら
れ
、
阿
波
一

辺
一
五
日
正
午
終
戦
詔
告
の
録
音
放
送
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
放
送
は
空
氾
が
多
く
て
聞
き
と
り
に
く
か
っ
た
が
)
お
言
抑
制
は

一
時
二

O
分
凶
録
音
の
う
え
、

i政

よ
く
聞
き
わ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

第八zz

和
国
国
民
ニ
シ
テ
戦
附
ニ
死
シ
、
職
域
ニ
殉
シ
非
命
ニ
一
路
レ
タ
ル
者
及
其
ノ
辺
政
ニ
組
ヲ
致
セ
ハ
五
内
為
ニ
裂
ク
旦
戦
俗
ヲ

負
ヒ
災
禍
ヲ
或
リ
家
業
ヲ
失
ヒ
タ
ル
者
ノ
厚
生
ニ
一
会
リ
テ
ハ
朕
ノ
深
ク
降
念
ス
ル
所
ナ
リ
惟
フ
ニ
今
後
帝
国
ノ
受
ク
ヘ
キ
苦
難

五
五
七



7
h
4
L
1

、

写
」
吋

1

，J

ハ
凶
ヨ
リ
対
的
ニ
ア
ラ
ユ
繭

mm凶
ノ
誕
的
モ
朕
時
ク
之
ヲ
知
山
川
然
レ
ト
モ
崎
川
崎
巡
ノ
趨
ク
所
柄
へ
銚
キ
ヲ
城
へ
忍
ヒ
銚
キ
ヲ
忍

1法

ヒ
以
テ
万
附
ノ
為
ニ
太
平
ヲ
仰
カ
ム
ト
欲
ユ

五き

と
訴
え
ら
れ
る
お
設
楽
は
、
凶
氏
の
胸
を
強
く
打
ら
、
深
い
感
動
と
か
な
し
み
を
も
っ
て
黙
々
と
腿
き
入
っ
た
の
だ
っ
た
。

郊五郎

終
戦
の
日
の
市
民
の
表
情

こ
の
日
の
神
戸
市
民
の
公
的
は
ど
う
だ
つ
に
か
。
新
聞
に
は
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

ω以
前
の
う
ち
に
阪
史
的
h

仏
大
放
送
が
し
ず
か
に
芯
を
流
れ
る
。
神
戸
戦
災
地
で
は
川
川
市
も
ト
ラ
ッ
ク
も
人
も
ハ
タ
と
と
ま
っ

て
向
な
く
、

税
制
し
て
地
に
伏
し
、
刊
の
附
に
は
大
つ
ぷ
の
淑
が
税
法
と
し
て
大
地
を
ぬ
ら
す
。
川
以
汀
一
航
山
公
工
諜
学
校
花
校
中
一

山
山
は
救
叫
に
引
出
・
さ
れ
て
、
什
北
部
隊
の
ラ
ジ
オ
の
前
に
終
列
し
、

か
つ
て
前
例
の
な
い
沢
大
放
送
に
腿
き
入
り
な
が
ら
、
亦
子

を
深
く
ふ
か
く
川
仙
沼
す

mm泌
を
川
村
山
伏
し
て
倒
災
の
淡
を
の
む
の
だ
っ
た

Q

放
F

送
が
終
つ
で
も
列
を
は
h

は
れ
る
も
の
は
一
人
も
な

く
、
い
つ
ま
で
も
た
ち
つ
く
し
て
去
る
も
の
も
な
か
っ
た
。

〈
神
戸
続
開

m
・
8
・
日
)

市
長
、
市
民
に
告
鈴

こ
の
日
、
神
戸
市
役
所
で
は
正
午
を
期
し
て
中
井
市
長
以
下
全
げ
は
が
木
川
町
中
山
胞
に
集
合
、
ラ
ジ
オ

の
拡
声
機
か
ら
流
れ
出
る
限
一
ト
の
お
山
に
販
を
た
れ
る
。

「
朕
ハ
常
ニ
汝
人
民
ト
共
ニ
ア
リ
」
と
の
泊
に
桜
ず
る
や
、

て
て
う
深

く
磁
を
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
放
送
が
終
っ
て
、
中
井
市
長
は
庁
H
H
に
対
し
「
自
分
は
死
ぬ
つ
も
れ
リ
で
市
長
の
抵
作
守
匂
お
う
け
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
た
だ
い

ま
の
大
認
を
拝
聴
し
て
決
立
を
変
え
た
。
あ
く
ま
で
大
細
心
を
休
し
、
七
生
被
闘
の
小
ヘ
決
心
を
も
っ
て
、
今
後
と
も
市
攻
、
議
行
に

" 



挺
身
す
る
。
諸
活
も
ど
う
か
私
と
行
動
を
と
も
に
さ
れ
た
い
」
と
の
訓
示
を
レ
、

っ
.
つ
い
て
午
後
戸
時
半
よ
り
企
庁
民
と
と
も
民

淡
川
神
社
に
参
・
拝
し
、
七
位
報
凶
の
川
町
い
決
訟
を
報
告
、
た
だ
ち
に
神
戸
市
民
に
此
口
論
し
た
。

大
沼
は
下
り
ま
し
た
。
赤
子
我
山
却
を
あ
わ
れ
み
大
和
民
政
百
年
の
将
米
を
念
ひ
給
ひ
て
悲
し
き
即
断
は
遂
に
下
り
ま
し
た
。

我
等
は
泌
み
て
従
ひ
取
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。

市
民
治
対

我
等
の
大
抑
制
刷
、

神
州
は
不
滅

山
一
訟
は
ゆ
る
が
ず
、

今
こ
そ
日
本
人
の
名
の
も
と
に
瓦
に
限
く
手
を
つ
な

一
糸
乱
れ
ず
官
級
の
泊
を
巡
む
こ
と
こ
そ
大
御
心
に
そ
ひ
取
る
所
以
と
い
じ
ま
す
。

市
民
尚
治
神
戸
市
は
大
悩
公
忠
訟
の
鎖
ま
る
と
こ
ろ
、
此
地
ζ

そ
、
新
日
本
の
先
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
開
ぐ
ば
史
に

ぎ立
ち
上
り
、
戦
災
者
、
山
征
死
似
の
収
人
並
に
そ
の
家
族
に
対
し
て
深
き
問
的
を
そ
そ
ャ
と
共
に
、
九
七
凶
彼
典
、
治
部
河
川
仙
の

た
め
一
致
結
束
、
全
力
を
尽
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
殺
し
ま
す
。

こ
の
告
諭
は
四
千
校
を
印
刷
し
i

知
一
引
告
諭
と
と
も
に
町
内
会
を
、
通
じ
て
、
全
市
隣
保
に
配
布
し
、
ま
た
、
辻
々
に
貼
り
似
し

て
市
民
の
動
指
を
い
ま
し
め
た
。

災

戦
争
終
る
や
、
全
国
の
官
公
特
は
出
兵
隊
か
ら
「
今
次
戦
争
に
関
す
る
泣
袈
告
知
お
よ
び
こ
れ
に
関
す
る
も

の
」
を
速
か
に
処
分
す
る
よ
う
に
と
い
う
命
令
を
旨
つ
け
た
〈
そ
の
指
令
先
・
日
付
は
今
日
明
ら
か
で
な
い
)
。

資
料
の
焼
却

突
然
の
こ
と
で
迎
由
は

i法

わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
官
公
者

-m関
係
の
胞
設
で
は
保
浮
世
獄
・
写
真
・
凶
商
な
ど
を
選
び
出
し
、
庁
路
に
お
い
て
敗
視
下
に

第八ョ;E

こ
れ
ら
を
焼
却
、
そ
の
炎
は
夜
空
を
照
し
て
い
た
。

市
に
お
い
て
も
こ
の
命
令
に
よ
っ
て
、
関
係
書
類
・
資
料
を
焼
却
す
る
と
い
う
非
常
拍
低
を
と
っ
た
。
別
部
援
設
課
に
は
、
日
制

五
五
九



1文

N
H

・
間
以
設
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
の
法
水
資
料
が
保
忘
さ
れ
て
お
り
、
特

持冬

に
召
集
令
状
の
助
氏
台
版
、
壮
丁
名
州
仰
が
あ
っ
た
が
、
述
隊
区
司
令
部

か
ら
こ
れ
ら
台
艇
の
焼
却
命
令
が
あ
っ
た
の
で
焔
却
に
付
し
た
。

部五郎

県
下
の
被
害

神
戸
市
の
空
襲
被
害

第
八
八
臨
時
議
会
に
拠
出
さ
れ
た
「
終
戦
終
泊
以

"E 
手f-

白
川
討
」
に
よ
る
と
兵
山
以
下
の
被
沼
状
泌
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
万
O
、四
O
四
人
〈
全
凶
第
六
似
)

同
J
パ

H
U刀
抗
日

!
{
・
:

山
間
物
の
会
総
段

3
d
H
a

，ゅa
h
事
内
M
同

H
t
ぜ、

r什
什
汁
寸
制
u
w
M
u
q

都
災
者

県
下
の
戦
災
地

二
万
O
、
一
一
一
二
五
人
(
全
国
館
五
似
)

一
六
万
O
、
三
五
四
一
戸
(
全
閃
第
四
似
)

一
万
O
、
五
七
五
一
戸
(
全
凶
第
四
位
)

五
一
万
二
、
八
七
五
人
〈
全
国
第
四
似
〉

終
戦
後
指
定
さ
れ
た
戦
災
地
は
取
以
部
各
区
の

ほ
か
各
府
抑
制
に
わ
た
っ
て
一

一
で
は
、
守
神
一
月
・
西
宮
・
明
石
・
氾
崎
・
湾
問
地
・
栂
路
・
叫
白
川
一
・
本
山
・
-

本
庄
・
魚
崎
・
御
影
・
作
.
古
・
姉
崎
の
『
ミ
市
町
村
が
町
災
地
に
指
定

一
九
市
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
丘
、
山
県
下

五
六
O

2，974 

3，986 

20.1 

997 

2，850 

140 

479 



太
平
洋
戦
争
が
神
戸
市
に
伐
レ
に
爪
あ
と
は
あ
ま
り
に

も
大
き
く
決
定
的
で
あ
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
て
か
ら
終
戦
ま
で
の
四
年
間
は
、
神
戸
に
と
っ
で
、
も
っ
と
も
舵
し
い
政

va

・、L
V

、

4
4
4
4
 

こ
れ
に
対
し
て
戦
災
復
興
市
議
が
開
始
さ
れ
る
に
い
に
っ
た
が
、

月
で
あ
り
、
終
戦
間
後
の
ほ
山
峨
さ
な
が
ら
の
惨
状
は
、
測
や
か
し
い
宛
肢
の
一
路
を
歩
む
別
布
の
神
戸
の
資
か
ら
は
全
く
創
的
問
す

Q

こ
と
は
で
き
な
い
。
短
時
日
に
よ
く
も
か
く
復
興
し
た
も
の
と
約
悦
の
限
を
み
は
る
ほ
か
な
い
。

1 

般

申
日

f皮

神
戸
市
は
、
問
和
一
七
年
の
第
一
次
奴
泌
か
ら
終
戦
前
日
の
御
熔
地
ほ
の
奴
槌
ま
で
、

大
小
一

O
O
M以
上
に
お
よ
ぷ
担
割
に

よ
っ
て
多
く
の
尊
い
人
命
と
財
況
を
失
い
、
建
物
、
主
謀
院
議
、
治
的
施
紋
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
戦
火
に
か
か
っ

て
泌
滅
的
打
取
申
ゼ

う

7
Z
0

4

-

1

 

人

的

被

害

内

伶

山

】

史
践
に
よ
る
椀
災
者
総
数
は
五
三
万
一
、
六
九
四
人
〈
川
市
内
問
七
万
O
、
八
二
O
人
、
府
市
内
六
万
O
、
八
七
凶

人
)
、

死
者
七
、
五
ニ
間
人
(
川
市
内
六
、
二
三
五
人
、
新
市
内
て
こ
八
九
人
)
、
主
悦
似
者
一
万
六
、
九
四
八
人
(
本
山
村
の
粍
似
者
数

4
4
 

引
d
J

を
欠
く
)
、
橋
災
戸
数
一
間
万
一
一
、
五
八
六
一
戸
(
川
市
内
一
二
万
八
、

一
八
一
戸
、
新
市
内
一
万
四
、
四
O
五
一
戸
)
に
述
し
た
。

!伐

一
一
一
舟
一
七
日
ま
で
の
盟
関
は
応
部
的
で
全
市
的
に
川
ん
て
大
し
た
被
告
で
は
な
か
っ
た
が
、
三
月
一
七
日
の
夜
間
大
担
問
は
神
戸

の
凶
半
分
を
焼
い
て
二
三
万
六
、
一

O
六
人
の
橋
災
者
を
出
し
、
五
月
一
一
日
に
は
一
ト
ン
燥
仰
を
も
っ
て
川
四
航
空
機
甲
南
製

作
所
の
大
空
襲
が
あ
り
、
一
以
部
五
カ
町
村
・
灘
区
に
も
二
万
五
、
ニ
七
三
人
〈
川
市
内
九
、
五
三
三
人
、
東
部
五
カ
町
村
一
万
五
、
七
凶

第八12

O
人
)
の
穂
災
者
を
山
じ
、

六
月
五
日
の
神
戸
市
成
部
の
大
爆
取
で
旧
市
内
で
一
一
一
万
一
一
一
、

O
三
二
人
(
来
部
五
町
村
の
椛
災
者
数
を

7
L
-
4

、、

『

4
4

』，r》
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第16表神戸市の空襲被害

地法 山田1山 T-I 政|総人口|人
fふlAと

者

人 人

21，578 6，235 

661 436 

161 

108 

570 59 

858 4，12 

77 
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学制山町

∞

る

0

た

9
叫

Q

W

L
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一

え

7

4

0

6
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由
加

2
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F
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4
宮

崎司，.
4
R
U
 

-
n
H
d
・

-

内

d

i
l
i
-
-
s
J喰
組

r

・'
一
然
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の
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一
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会
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n
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一
そ
O
刷

'
A

円

U

1

‘

.

蜘

e
l

l

u

B

銅

山

に

聞

に
u
a
A
1

『

拘

刈

自

5
(
v
r

・
2

f

一
丸
る
政

一
却
あ
る

一
一
政
が
た

ご
ド
字
え

一
在
政
加

一
環
の
を

i
川
1
・4

月
別
人

制

』

1
1
3
b
A

i

咽

1
1
1
1

川

』

年

て

明

帥

v

一
時
い
不
常

4
v
"

が
H
q

に

行

枇

‘U
C
B
q
 

128，181 

2，396 

2，526 

1，325 

27j 

15，656 

6，714 

5，740 

13，286 

15;740 

3，608 

1303J¥ 5 



欠
く
V

を
山
じ
た
。

焼
か
れ
た
住
宅
地
域

『

T
J
F
O
-
-
，、、、"は
U
H
J

f
H
H
A
1ゐ
J
J
ず
み
ヂ
即
州
、

神
戸
で
戦
災
を
ま
ぬ
が
れ
た
山
宅
地
域
は
、
わ
ず
か
に
旧
市
内
の
山
手
別
部
の
山
宅
地
域
の
}
部
、

東
部
五
ヵ
町
村
の
住
宅
地
区
の
一
部
お
よ
び
旧
汲
水
地
区
の
大
部
分
等
に
す
uu
な
か
っ
た
。
当
時
市
部
に
お
け
る
・
米
民
一
戸
数
は
ニ

O
万
九
、
ニ
ニ

O
戸
で
、
そ
の
六
一
%
に
あ
た
る
一
二
万
爪
二
八
一
一
円

五大都市の被害数

695，277'; 

328，237 

京京都

大阪市

第17表

136，558 

t\~ i民'JIj 100， mn 

tlll戸 ili 128，181 
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を
失
っ
た
が
、

こ
の
数
は
一
以
以

m-大
阪
市
・
名
古
川
m市
に
つ
ヤ
も
の

V
M
M
 

十
u名

で
あ
っ
た
(
部
げ
お
参
附
)
ロ

山
部
五
ヵ
町
村
の
家
Mm.
被
お
は
計
一
万

一一一、七

O
七一円、

一
山
部
の
去

m
・
伊
川
谷
に
お
い
て
六
九
八
戸
で
あ

S
E
G
 

--'u‘
 擢

災

面

積

-1
自
由
D
う
ら
少
五
hr
・
引
け
・
ヤ
タ
ド

m
-
R
K

T
1
4
4
'
L
l
'
r
ν

。

キ

J
4
H貝

L
J
r
H
r
-
-
s
・，z
'

J

り

戸

J
J
J
h
削
州
・
1
t
i
y
ん

等
を
合
ま
な
い
平
但
部
の
而
引
は
九
八
二
万
却
で
、
こ
の
う
ち
戦
災
跡

地
面
的
は
六
一
%
に
あ
た
る
五
九
O
万
川
町
(
妙
法
守
を
合
む
)
で
あ
っ
た
?
取
-W
州
五
ヵ
町
村
も
行
総
以
前
の
広
域
が
戦
災
に
か
か

り
、
旧
市
内
同
様
そ
の
除
相
は
い
ち
じ
る
し
く
変
わ
り
、
椴
災
商
問
計
一
五
万
八
、

0
0
0坪、

災li支

(註〉

谷
村
計
六
万
七
、
五

O
O呼
で
あ
っ
た
。

111 
EU 
付
ノ、

t、I~

す
、
:
f
J
l

守
口
引
.
れ
ν
H川

tn八fh:

乙
の
人
的
被
山
口
・
物
的
被
告
に
つ
い
て
は
第
四
去
の
よ
う
な
別
の
数
字
が
あ
る
が
、
本
当
は
「
神
戸
市
山
沼
山
山
被
討
状
況
」
に
よ
っ
た

'
(
経
済
安
定
本
部
発
表
の
も
の
も
と
の
数
字
で
あ
る
。
)
一
一

「
第
四
表
は
ま
た
神
戸
市
の
限
災
戸
数
が
い
さ
さ
か
多
き
に
火
す
る
か
と
思
わ
れ
る
点
も
あ
る
が
、
念
の
た
め
別
の
数
字
も
秘
せ
げ
て
お
く
。

五六一
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五
六
凶

空
襲
と
人
口
の
推
移

本
市
の
人
口
は
虫
槌
を
は
さ
ん
で
急
散
に
人
口

(I~ 

土L三

の
変
動
を
見
せ
、
戦
前
の
日
以
内
の
人
口
か
ら
約
三
分
の
一
に
近
い
三
七
万
台

に
激
減
し
、

五
大
市
中
大
阪
市
に
つ
い
で
人
口
の
減
少
は
大
き
く
、
戦
後
も

4お

食
料
洲
市
的
・
山
宅
事
的
・
都
市
の
収
入
制
限
な
ど
で
人
口
の
附
加
は
頭
打
ち

と
な
り
、
昭
和
三
O
年
に
い
た
っ
て
、
よ
う
や
く
間
利
一
五
年
の
人
口
を
わ
ー

ず
か
に
よ
ま
わ
る
人
口
と
な
っ
た
。

一
五
年
の
国
抑
制
州
貨
に
よ
る
と
、
神
戸
市
の
山
川
波
お
よ
び
人
口
は
、
批

川

W
数
一
二
万
六
、

O
七
六
、
人
口
九
六
万
七
、
二
三
間
人
で
あ
っ
た
が
、
太
平

洋
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
多
く
の
山
続
符
岳
山
し
、
人
民
政
問
な
ど
が
お
こ
な

一
民
間
以
-mw院
議
へ
の
劫
治
動
は
な
ど
も
あ
り
、

枇
抑
致
ニ
二
万
五
六
五

A 
J二e

一
九
年
二
月
ニ
ニ
日
の
人
口
淵
資
に
よ
る
と
、

六
、
人
口
九
一
万
八
、

O
三
二
人
で
、
批
治
法
は
ふ
え
て
い
る
が
人
口
は
減
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ

O
年
三
月
一
七
日
の
大
波
拠

で
死
守
二
、
六
三
五
人
を
山
し
、
疎
開
者
が
急
に
ふ
え
た
。

四
月
一
日
現
自
の
戸
数
お
よ
び
人
口
は
兵
山
県
食

mは
凶
の
訓
べ
た

も
の
に
よ
る
と
、
戸
数
一
二
万
八
、
八
九
二
、
人
口
五
五
万
一
一
一
、
九
九
四
人
と
大
き
く
減
っ
て
い
る
の
が
日
に
つ
く
が
、
担
践
の
漁

佑
と
人
民
疎
開
の
強
犯
に
よ
っ
て
さ
ら
に
減
っ
て
ー
終
刊
後
の
ご
月
一
日
現
在
の
利
五
に
よ
る
と
町
町
市
数
一

O
万
三
、
一
二
五

一
、
人

g-一
七
万
八
、
近
九
二
人
と
三
八
万
を
割
っ
た
《
第
四
退
去
』

8
0
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
明
治
問
九
年
の
人
口
に
後
退
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
口
減
少
は
神
芦
市
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
六
大
都
市
に
共
通
し
、
各
都
市
と

ιそ
の
人
口
は
、
ミ
分
の

ι~



ずも

に
減
少
し
て
い
る
の
が
共
通
し
に
現
象
で
あ
っ
た
。

第
四
表

動

戦

災

人

の

ロ

き

と

一
当
一
昭
和
一
九
年
人
口
湖
在
一
一
改
一
兵
山
県
食
料
制
作
川
間
制
光
一

一

時

一

(

一

九

・

二

・

ニ

ニ

瓜

ι)一
一

正

一

合

一

0
・
問
・
一
現
配
)
一

一

伊

一

批

抗

政

一

人

口

一

一

が

一

一

戸

数

一

人

口

一

一
流
…
一
一
一
七
、
六
九
七
一
一
五
一
一
、
七
一
一
一
一
一
一
蹴
一
一
九
、
九
一
一
丸
一
一
六
、
六
O
七一

一
日
合
一
一
一
七
、
一
七
五
一
一

O
七
、
六
一

O
一
一
日
介
一
一
七
、

O
五
七
一
六
四
、
冗
九
八
一

一

神

戸

一

一

七

、

一

互

六

七

、

七

一

一

一

一

一

一

一

一

一
法
、
京
一
一
問
、
間
六
一
~
万
一
瓦
、
一

0
4ハ
・
一
生
川
一
一
瓦
、
一
一
五
O
一
五
七
、
百
凶
一
一
一

一
淡
一
一
一
一
、
五
一
間
一
冗
O
、一一一
O
一

一

一

一

一

一

~

一
兵
剛
一
一
一
一
問
、
一
一
一
一
一
九
一
一
一
一
一
二
、
七
六
斗
目
指
一
一
七
、
七
四
五
一
六
七
、
一
一
一
一
一

一林

m
一
四
九
、
六
八
二
一
一
一
O
九
、
四
四
六
一
一
民
間
一
三
五
、
況
八
一
λ
一
一
岡
山
中
ハ
、
六
九
点

一
須
崎
一
二
五
、
二
八
六
一
一

O
八
、
八
四
六
一
一
須
防
一
一
一
一
一
一
、
一
一
一
一
一

o一
一

O
て
四
三
二

一
計
一
一
一
一
一
五
、
六
五
六
一
九
一
八
、

O
一
一
一
一
一
一
計
一
一
一
一
八
、
八
九
一
一
一
五
五
一
一
一
、
九
九
間
一

(
抗
}
本
必
の
第
一
、
三
段
は
神
戸
市
統
計
方
、
第
ご

-Uは
昨
片
山
川
川
氏
純
計
団
関
係
資
料
に
よ
り
崎
将
行
が
ま
と
め
た
・

災戦~1八Zt

昭
和
二

O
年
人
口
前
資

〈ニ
0
・
二
・
一
)

山

川

数

一

人

口

二
一
、

O
五一一

五
、
五
二
三
一

七
、
六
四
四
一

一
九
、
八
O
二一

一一
δ
、ニ一一一六一

一一、一一一
O
三一

一
O
一一一、四五一一

五
六
五

七
O
、
山
ハ
三
六
一

一
七
、
九
一
間

二
七
、
問
一
一

七
O
、
六
六
四

一
一
ニ
、
九
九
二

問
問
、
八
七
三

三
七
八
、
五
九
二
一
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公
共
施
段
被
害

9 ・4

終

戦
災
に
よ
る
市
諸
施
設
の
被
告
は
全
部
に
わ
た
り
え
な
い
が
、
そ
の
主
な
る
も
の
に
つ
い
て
見
H
Q

と、

部五郎

特
に
六
月
五
日
の
犯
拠
で
は
架
線
を
す
附
さ
れ
る
大
被
告
を
う

け
、
復
旧
工
引
は
市
ら
こ
の
川
市
総
の
従
旧
に
か
か
っ
て
い
た
(
当
時
の
知
的
制
は
制
の
伐
川
禁
止
で
鋼
鉄
線
を
代
川
し
て
い
た
)
。

市

母

数
一
次
に
わ
た
る
犯
拠
で
大
被
告
を
う
け
た
が
、

前H

八
二
制
の
う
ち
一
四
一
一
一
樹
(
合
桃
士
二
、
半
焼
ニ
ニ
)
を
火
い
、

修
加
の
上
限
動
爪
九

O
耐
を
も
っ
て
巡
紙
、

}
1
kう
P

F
I
r
-
一

『

I
e
.
4町

く
そ
の
五

O
%を
従
川
し
て
終
戦
を
迎
え
た
。

川
市
小
付
同
施
設
の
波
書
と
し
て
、

布
引
市
小
川
州
・
須
附
川
市
川
・
円
以
川
市
削
工
場
・
述
愉
川
・
，

M
mな
ど
の
焔
公
で
あ
っ
た
口

乗
合
自
動
車

仰
心
問
被
告
は
純
微
で
あ
っ
た
白

よ

h柚

l.U 

ゃ
い
水
泌
に
椛
討
は
な
か
っ
た
が
、
加
川
ポ
ン
プ
山
市
山
間
カ
所
、
業
務
出
張
所
一
一
…
カ
所
が
焼
失
し
、
市
内

mwm

水

水
行
ニ
一
ヵ
所
、
給
水
位
一
一
一
万
二
、

0
0
0
ヵ
所
が
被
告
し
、
こ
の
た
め
配
水
は
拙
災
前
同
様
一

O
O万
石
の
水
が
送
ら
れ
て
い

た
が
、
ム
ハ

O
万
石
ま
で
焼
跡
に
流
れ
て
し
ま
う
と
い
う
漏
水
状
仰
山
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
水
川
が
低
下
し
て
内
地
域
は
も
ち
ろ
ん

低
地
域
へ
の
給
水
も
不
可
能
で
、
漏
水
の
防
止
が
然
胞
の
急
お
と
な
り
、
こ
れ
に
全
力
を
そ
そ
ぎ
、
全
市
紘
一
跡
の
ぬ
行
切
断
問
滋

・
漏
水
止
一
一
一
万
O
、
一
七
五
件
、
川
町
商
雨
水
防
止
作
議
八
二
一
一
一
件
に
お
よ
び
、
完
全
給
水
に
も
ど
る
の
に
一
カ
年
を
挺
し
た
。
な

、
お
断
水
地
区
の
全
市
こ
こ
ヵ
所
の
住
・
宅
に
対
し
て
は
一
日
五
台
の
払
川
本
タ
ン
ク
収
ご
市
約
~
瓦
石
)
を
回
収
し
給
水
し
て
い
た
む

港
湾
施
設
わ
が
国
の
治
的
の
う
ち
で
も
っ
と
も
整
備
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
で
い
た
神
芦
治
の
諸
ぬ
誌
も
、
ミ
月
~
七

# ¥ 



日
・
六
月
五
日
の
阿
波
の
大
沼
現
に
よ
っ
て
搭
大
な
被
告
を
う
け
、
兵
印
刷
戸
堤
・
巾
裂
堤

ι
国
政
波
止
劫
・
メ
リ
ケ
ン
波
止
坊
の

消
扮
坊
の
上
Mm
・
事
務
所
な
ど
を
焔
出
〈
し
、
起
百
機
な
ど
は
前
川
不
能
と
な
り
、

被
山
首
は
新
治
加
で
t
m
Jハ
突
堤
に
も
お
よ
ん

だ
。
ま
た
船
舶
の
触
似
事
故
が
統
治
し
、
治
的
の
機
能
は
ね
止
状
態
に
あ
っ
た
。

j帯

j毎

川
山
山
に
よ
る
出
没
船
舶
の
ほ
か
、
昭
和
ニ

O
年
九
月
の
台
風
に
よ
る
.
的
決
別
欣
で
泌
没
し
た
も
の
や
、
戦
時
中
紀

州
沖
で
小
川
般
を
う
け
神
戸
港
に
曳
航
燃
附
し
て
い
た
ド
イ
ツ
船
ハ
!
ベ
ン
ラ
ン
ド
分
(
六
、
三
一
ニ
六
ト
ン
)
の
必
抑
制
な
ど
一
一
一
九
四
立

の
大
小
船
舶
・
は
し
け
が
神
戸
港
の
水
怖
を
妨
げ
て
い
た
。

終
戦
後
ア
メ
リ
カ
爪
が
よ
険
予
定
地
大
限
的
を
避
け
た
の
も
こ
の
間

の
…
引
的
を
物
括
っ
て
い
る
。

戦
後
ア
メ
リ
カ
海
市
に
よ
っ
て
神
戸
治
内
の
紛
海
が
お
こ
な
わ
れ
、

部
ニ
彼
氏
川
川
〈
旧
海
別
行
〉
↓
海
上
保
安
庁
の
乎
に
よ
っ
て
、
三
瓶
一
戸
内
海
の
光
人
心
知
山
川
が
終
り
、

つ
い
で
大
阪
向
、
湘
一
戸
内
海
の
航
路
が
ア
メ
リ
カ
潟
取
と

一
氏
航
路
安
全
穴
古
式
が
お
こ
な
わ
れ
て
、

一
一
七
年
一
月
一
二
日
制
一
戸
内
海

八
年
ぷ
り
に
湘
一
戸
内
泌
を
凶
航
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
神
戸
治
へ
の
船
の
山
入
り
も

よ
う
や
く
鋭
く
な
っ
た
。

災

倉
庫
お
よ
び
貨
物
被
害

間
和
二

O
年
一
月
か
ら
終
戦
ま
で
に
、

日
本
合
問
統
制
会
社
の
或
っ
た
向
日
占
拠
に
よ
る
合
郎
被
山
口
は

戦

保
符
貨
物
被
抑
制
一
低
O
、
八
九
七
万
円
で
あ
っ

た
。
神
戸
の
被
告
坪
数
は
四
五
%
で
、
横
浜
の
五
四
%
、
名
前
肢
の
五
七
%
、
大
阪
の
五
五
%
に
較
べ
て
少
な
か
っ
た
の
は
、
合

約
凶
三
万
坪
、

こ
の
う
ち
日
合
神
戸
支
胞
の
被
害
坪
数
七
万
一
、
.
ご
暗
4
W
町、

第八章

一
七
年
四
月
一
八
日
の
初
空
削
減
で
は
、

川
崎
町
の
住
友
丹
時
・
兵
郎
米
殺
組
合
の
跡
的
穀

山
の
耐
久
締
法
に
凶
る
も
の
で
あ
っ
た
口

〈
ハ
印
に
小
被
告
が
あ
っ
た
が
、
本
絡
的
な
合
同
伸
被
告
は
二

O
年
二
月
四
日
の
出
記
裂
か
ら
、

七
月
一
九
日
の
小
野
沢
一
一
一
井
治
郎
の
空

五
六
七



興
ま
で
大
小
一

O
M以
上
、

こ
の
う
ち
三
月
一
七
日
、
六
月
五
日
の
大
沼
拠
に
よ
る

n
w
m被
告
は
、
兵
市
川
突
堤

-m浜
作
成
・
新

マム九、、ー、

コJ
-
/

，J

i民

浴
第
一
決
虎
か
ら
釘
ム
ハ
従
淀
・
市
本
町
・
磯
辺
通
一

J
八
.
1
H
・
磯
上
通
一
、
t
八
丁
目
に
あ
っ
た
多
く
の

η仰
の
う
ち
、
新
治
地

草色

ぽ
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
必
多
附
れ
仰
を
除
き
、
木
造
鰍
必
処
の
〈
点
灯
印
が
ほ
と
ん
で
会
焔
し
た
。
被
災
n
m
mは
民
悦

ηは
が
多
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よ
ぴ
保
符
貨
物
の
被
告
側
抑
制
等
は
お
却
・
幻
炎
の
と
お
り
で
あ
る
。

教

育

施

設

被
告
は
特
に
は
な
は
だ
し
く
、
校
A

の
け
が
好
日
以
と
な
り
、
爪
.
中
脳
波
と
飢
川
内
附
さ
れ
て
燥
般
さ
れ
た
も
の
が
多

く
、
終
戦
時
に
お
け
る
被
告
状
況
は
、
!
専
門
学
校
一
、
中
等
学
校
一
八
校
中
全
焼
問
、
間
氏
M
V校
七
八
校
中
会
焔
ご
ニ
、
半
焔
ニ

凶
校
、
幼
税
同
八
回
中
全
焼
問
、
古
学
校
一
、
引
百
年
学
校
一
六
校
中
全
焼
一
。

東
部
五
ヵ
町
村
に
お
け
る
救
背
加
設
の
被
告
は
パ
専
門
学
校
一
一
一
、
中
等
学
校
二
、
悶
民
学
校
六
、
幼
松
川
附
問
、
背
信
・
学
校
一
で

あ
っ
た
。

神
戸
中
央
卸
売
市
場

三
月
一
七
日
の
大
空
襲
で
焼
央
仰
の
間
般
を
受
け
、
一
一
一
附
施
設
の
大
部
分
と
ニ
附
冷
成
時
の
線
以
北

の
部
分
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
民
協
に
附
加
し
た
。

混
一
八
日
は
汽
平
も
不
通
で
、
市
場
へ
の
入
荷
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

一
九
日
よ
う
や
く
少
以
の
入
初
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。

災

道

路

神
戸
の
道
路
被
告
は
大
き
か
っ
た
。
道
路
の
被
告
は
道
路
そ
の
も
の
が
燥
般
の
砥
接
回
総
で
は
な
く
流
れ
仰
に
よ

っ
て
生
じ
た
被
告
で
あ
っ
た
が
、
五
大
都
市
中
神
戸
市
の
道
路
被
訴
は
、
間
杭
で
は
五
大
市
中
東
京
都
に
つ
い
で
大
き
く
、
被
山
首

戦

制
で
は
五
大
都
市
中
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
白

〈
第
詑
山
一
次
市
沙
問
〉

第八5!?:

こ
の
神
戸
市
の
道
路
被
告
を
保
全
体
か
ら
見
る
と
両
政
で
は
八
九
二
一
%
1
価
制
で
は
四
九
二
ニ
%
に
あ
た
る
。

穏

気

破
災
が
広
範
聞
に
わ
た
り
、
資
材
・
労
力
の
関
係
で
戦
力
関
強
に
直
接
関
係
の
あ
る
虫
張
工
場
の
復
旧
を
急
官
、

五
六
九



}ほ

一
般
家
庭
の
従
旧
工
引
は
非
慌
に
巡
れ
た
。

mmω
脳
設
で
は
、
変
屯
所
四
カ
所
、
む
杭
一
万
二
、
一

O
O木、

品さ

氾
線
二
、
七
四
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
変
ぽ
別
州
立
一
、
七

O
O台
に
被
告

第五郎

を
う
け
た
。

戦
災
後
川
和
二

O
年
一
一
一
月
ま
で
に
従
川
レ
た
点
尚
一
戸
数
お
よ

ぴ
幻
数
を
戦
災
前
に
く
ら
べ
る
と
、
戦
災
前
の
点
問
戸
数
ニ

O
万

問、

0
0
一
一
戸
に
対
し
、
終
戦
前
後
は
七
万
O
、
九
九
六
戸
、
灼
数

は
戦
災
前
一
四
九
万
三
、
一
四
五
般
に
対
し
戦
災
後
五
三
万
九
、
ニ

五
九
賊
で
、
し
ば
ら
く
ラ
ン
プ
・
ろ
う
そ
く
時
代
を
円
現
し
た
。

ガ

ス

間
利
ニ

O
年
一
二
月
の
従
附
数
を
、
判
的
の
数
字

に
比
較
す
る
と
、

旧
市
内
戦
災
前
の
白
川
氏
一
円
以

一
八
万
戸
に
対

し
、
税
災
後
は
五
万
一
千
戸
、
戦
災
前
一
カ
口
付
の
消
沈
抗
は
四
五

五
'じ
O 

五大都市道路被害第22設

電
O
万
立
万
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
が
、
被
災
で
一

O
O万
立
万
メ
ー
ト
ル
と
大
き
く
減
っ
た
。

話

昭

和

二

O
年
二
月
米
日
現
存
.
の
神
戸
市
の
む
活
加
入
有
数
は
、
ミ
万
八
、
一
一
一
O
O
で
あ
っ
た
が
、
父
、
、
現
q
b
j
ミ

1
1
h
q
A
u
t
-
-
3
 

日
現
夜
の
設
備
状
況
は
て
八
三
O
で
あ
っ
た
由
焼
失
し
た
世
話
同
は
神
戸
中
央
沿
漏
れ
川
市
外
川
・
兵
政
局
・
註
合
勾
i

ミ
RH嶋

田

じ

み

の

つ

恥

九

。

一



3 

戦
災
を
う
け
た
ま
な
建
物

戦
災
に
よ
り
全
部
ま
た
は
一
部
が
焼
失
・
磁
波
し
た
市
内

の
主
な
脳
投
別
公
私
建
物
は
郊
幻
公
の
と
お
り
で
あ
る
。

主
な
官
公
街
・
公
共
建
物

戦
災
に
よ
り
全
部
ま
た
は

一
部
を
焼
失
、
般
域
さ
れ
た
主
な
公
私
の
旭
物
や
施
設
は
兵

山
県
庁
・
神
戸
地
方
裁
判
所
・
各
脱
務
特
・
市
内
全
区
役
所

-
聯
隊
区
司
令
部
・
消
防
特
・
御
mw将
ほ
か
二
五
、
住
中
日
村

役
場
・
神
戸
中
央
郵
便
同
ほ
か
市
内
向
・
神
戸
中
央
氾
話
局

市
外
局
・
各
市
話
同
・
海
洋
気
象
台
・
鉄
道
行
総
取
工
場
・

神
戸
税
関
輸
出
事
務
所
・
港
湾
施
設
・
日
ね
の
各
合
問
・
市

災

立
凶
古
館
・
同
上
筒
井
分
館
、
中
央
卸
売
市
場
・
各
学
校

主

な

工

場

川
崎
設
工
業
鰍
船
工
場
・
同
製
鍛
工

1~ 

場
・
川
崎

m.納
・
川
崎
航
空
神
戸
金
同
工
場
・
三
菱
抵
エ
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総

実

9 

28 

10 65 

業
神
戸
造
船
所
・
日
本
発
動
機
・
鋭
消
失
栄
・
台
湾
製
粉
・
神
戸
製
鋼
所
・
東
京
芝
浦
氾
気
神
戸
鍛
鋼
所
・
中
央
ゴ
ム
〈
旧
ダ

シ
ロ
ッ
プ
)
・
内
外
ゴ
ム
・
川
崎
氾
機
・
地
問
製
粉
・
川
西
航
空
機
巾
陶
製
作
所
・
日
来
航
空
・
日
本
石
綿
盤
ほ
か
九
二
三

5

知

1，7581 100 

176，0001 100 

五
七



そ

他

社
・
抑
戸
諮
問
神
社
ほ
か
一

O
社
)
・
仏
関
・
教
会
そ
の
他

銀
行
・
会
社
・
向
山
・
市
場
・
病
院
な
ど
約
一
千
。

一
社
時
限
目
・
神
社
(
住

m神
社
・
淡
川
神
社
・
長
問
神

の

戦終

滋
の
酒
造
所
も
躍
災

京

-Mm竹
山
川
・
稲
舟
ι
戦
方
ハ
の
ち
千
以
〉

椴
災
し
た
織
の
銘
.
納
の
賊
浩
一
川
の
主
な
も
の
。
約
一
止
京
・
大
川
山
正
宗
・
枇
山
介
.n
此
・
以
正
宗
・
綴
正

部CIi節

な
ど
。

霊3

考

資

料

五
-じ

-
金
正
宗
・
部
粥
・
自
制
・
稲
川
仰
げ
以
・
沌
飢
・
金
総
・
念
的
正
宗
・
山
法
・
金
銀

神
戸
市
山
内
ム
終
決
行
状
況
〈
神
戸
市
)

指
一
一
一
英
屯
工
神
戸
治
船
所
的
術
本
部
品
川
州

兵
山
体
川
州
戦
災
都
市
制
限
M
M
脱
却
先
兵
山
県
内
工
は
詩
人
以

PS電
'
B
E
Z
J
P
.
唖
司
、
、
，
g

市

以

京

校

災

山

川

仙

東

京

都

大

限

戦

災

誌

大

町

内

市

神
戸
市
に
お
け
る
沼
郡
、
防
波
と
閃
述
引
羽
に
一
れ
る

一
現
地

m
M
A
r
-
u

米
同
校
時
様
京
刊
州
首
削
減
告

戦
災
従
民
誌
(
第
五
・
一

o
h
h
〉

述

設

計

終

戦

史

鋭

、

f

一

一

)

外

務

行

一

日

終

戦

記

録

一

朝

日

新

同

社

設

国

経

誌

の

戦

争

殺

害

一

-

将

訴

安

定

本

部

日
本
戦
争
経
済
の
崩
壊
ア
メ
リ
カ
合
議
同
校
時
採
取
調
主
同
封

陀
山
川
市
官
加
工
M
M
に
お
け
る
悦
川
死
亡
者
間
係
抑
制

兵
山
県
民
生
郎
枇
日
中
川
係

中
部
川
防
術
郎
ぼ
関
係
い
制
成
お
〈
一
郎
〉

的
自
郎
防
防
ニ

mw
ス
ル
お
品
川
，
終

兵
山
県
会
山
人
郊
一
一
一
松
一
第
一
一
一
色

内

問

制

民

七

十

年

史

内

閉

山

口

村

山

議
会
制
度
七
十
年
史

日

本

外

交

百

年

小

火

外

務

行

政

修

大

戦

外

交

の

手

記

時

代

の

ご

向

-

取

郷

茂

山

川

戦
後
梓
.
済
史
粍
済
企
.
同
庁
校
後
仲
間
前
史
制
築
沼

太

平

・

評

判

刊

争

終

給

料

日

・

本

外

交

学

会

大

本

州

内

岡

山

総

日

誌

耗

村

佐

平



災

太

平

洋

海

戦

火

高

木

惣

古

川

悦

…

部

録

干

字

紙

干

紙

山

火

録

太

平

洋

戦

争

ハ

郊

七

活

〉

伊

朕

正

徳

述

合

総

隊

が

凶

泡

之

介

太
平
洋
戦
争
〈
上
下
)
ロ
パ

i
ト
・
シ

i
ャ
l
ロ
ッ
ド

神

戸

向

船

大

学

概

.

安

神

戸

尚

船

大

学

泌
技
専
門
学
院
創
立
十
六
年
火
山
川
技
専
門
学
院

わ

が

母

校

誕

生

の

こ

ろ

中

村

和

成

出

域

の

中

か

ら

倒

見

俊

納

得

戦

後

風

俗

山

人

戸

川

知

佐

武

三
井
合
問
五
十
年
山
人
一
一
一
井
倉
山
株
式
会
社

三

楽

合

山

七

十

五

年

山

九

三

英

介

山

株

式

会

社

住

友

合

以

六

十

年

先

住

友

合

は

株

式
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